
 

  

【第６回ワーキンググループ会議 開催概要】 

●日時/9 月 17 日（火）13:30～15:30    ●場所/川湯ふるさと館    ●参加/12 人 

●事務局/弟子屈町観光商工課、環境省阿寒摩周国立公園管理事務所、街制作室㈱、㈱日本海コンサルタント 

環境省が推進する国立公園満喫プロジェクトにおいて地域指定された８つの国立公園のひとつに阿寒

摩周国立公園が選定されたことを受け、弟子屈町では、川湯温泉街の再整備に関する基本的な方針とし

て、「川湯温泉街まちづくりマスタープラン」を令和5年 10月に策定しました。 

このマスタープランの推進のため、「川湯温泉街の統一感の創出／おもてなしの取組み」の実践に向け

た第６回ワーキンググループ会議を開催しました。 

阿寒摩周国立公園・弟子屈町 

川湯温泉街まちづくりかわらばん 

「温泉街の統一感の創出／おもてなしの取組み」 
に関する議論を進めています 

発行 ： 令和 6 年１０月 川湯温泉街まちづくりマスタープラン推進協議会 

第 ４ 号 

～「湯の川がつむぐカルデラの森の温泉街」の実現に向けて～ 

ワーキンググループ
会議の様子 

 
2 つのグループに 

わかれて議論 

 
グループごとに 

意見を共有 



 

 

 ①温泉街の統一感を出していくための具体的な方策 

 ネーミング／ロゴマーク／看板・案内表示・灯りの統一など 

②おもてなしに関する川湯独自のルールや取組み 

 店先や前面道路の設え／清掃・美化／温泉街の案内／生活への配慮など 

● 議論のテーマ 

▼次回の予定 

▼お問い合わせ先 
弟子屈町観光商工課 観光振興係 
〒088-3292 弟子屈町中央２丁目３番１号 

ＴＥＬ：015-482-2940 

FAX：015-482-2696 

 

●日時 令和 6 年 11 月 19 日（火）13：30～15:30 

●場所 川湯ふるさと館 

●内容 夜間景観（照明）に関する基本的な方向性について 

※初めての方もぜひご参加ください！（事前に電話でご連絡ください） 

第７回ワーキンググループ会議 
 

これまでの取組みを踏まえ、 

これからの姿を見据えて、 

夜間景観の方向性について 

議論しましょう♪ 

各種資料や推進状況を 
お知りになりたい方は、 
弟子屈町役場公式ホーム 
ページもご覧ください。 

● 主な意見（キーワード） 

 

 通年 春・夏・秋 冬 

終日  カルデラと湯の川を意識したものにすべき 
 カルデラを感じさせる工夫（硫黄山、つつじ

が原とセットでアピール） 
 JR 川湯温泉駅周辺も温泉街として考える 
 木彫りの温泉街のイメージづくり（各店舗

への小さな統一看板の設置） 
 住民参加でまちの案内人づくり（地域資源

をきちんと理解／勉強会や冊子作成） 
 まち歩きする人への浴衣や提灯の貸出 
 看板・サインやリーフレット等の統一 
 地図に泉源をプロットする 
 弟子屈は読めない＝「北海道・川湯温泉」 
 源泉かけ流しのアピール 
 「純源泉」等のネーミングの工夫 
 アクティビティもイベントもすべてビジター

センターでとりまとめて発信 
 ユニバーサルデザインへの配慮 
 キャッシュレス決済導入 
 路上喫煙、ゴミのポイ捨て禁止 
 建物周辺の整理整頓、放置禁止 

 ベンチの設置によ
る路上駐車抑制、
誘客 

 各ホテルで実施す
る温泉川ウォーク
の連携 

 雪だるまを並べる
場所（雪だるま広
場）をつくって写
真映えを狙う（客
がつくって勝手に
増えていく） 

 霧氷やダイヤモン
ドダストが見られ
る時間帯や場所
の周知 

 店舗周辺や地区
内の除雪 

 街歩きのためのコ
ート・長靴・傘等の
貸し出しサービス 

朝・昼  温泉卵や地場産食材のテイクアウト商品の
販売 

 朝の散歩 
 トレイル 

 霧氷の鑑賞 
 スノーシュー 
 スノートレイル 

夜  徒歩で気軽に行ける星空スポットづくり 
 温泉街の灯りに対する星空への配慮 
 星空の情報発信、ガイドの実施・育成 

 夕食難民対策（道
路空間活用、満席
時に他のお店を
紹介する等） 

 定休日・営業日の
わかりやすい発信 

 川湯の森ナイトミ
ュージアム 

 雪のかまくら＆ア
イスキャンドル 

 終電で来る人の
移動対策 

 ダイヤモンドダス
トのイベント実施 

 

 各グループの意見（過去に挙げられた意見を含む）を整理すると、概ね下表のとおりとなります。 

 今後、具体化・実現に向けて、体制の整備や予算の確保を図っていく必要があります。 


